
	文書番号
(工事番号)
	


中間前払金請求書
                                                                 　　〇〇年〇〇月〇〇日
　 契約書の発注者名を記入する。
　 東京都公営企業管理者
  　 下水道局長　〇　〇　〇　〇　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　契約書と同一の住所等を記入する。
                                               住所  東京都新宿区西新宿８番１号
                                          受注者　   〇〇建設株式会社
                                               氏名  代表取締役　〇〇　〇〇  　　 印
 債主登録番号　〇〇－〇〇〇〇〇〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印鑑は契約書と同一のものを押印する。
　保証証書を提出したので下記のとおり中間前払金を請求します。
                                         　 記
　　　１　請 求 金 額　　￥５２，５００，０００      
 　　　　　
　　　　　　　　　　　　↓契約書の番号を記入
      ２　文書番号　　３０下経契土第５４３号
       　 (契約番号)
　　　３　工事件名   板橋区板橋一、三丁目付近枝線工事
　　　４  契約金額    ￥２６２，５００，０００
　　　　　　　　　　　 （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額　￥１９，４４４，４４４）
　　　５  変更契約金額   ￥
　　　　　　　　　　　 （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額　￥　　　　　　　　　　）
　　　６　中間前払金の率 　契約金額の２０％
　　　　　　　　　　　　　　（限度額　￥１８０，０００，０００）
　　　７　既前払金の受領額   ￥１０５，０００，０００
　　　　　　　　　　
　　　６　請求根拠　 契約条項第３７条の２
※本記載例は税率８％の場合である。
下水道局に登録した口座への振り込みを希望する場合は、登録時に通知した番号を記載すること。なお、支払金口座振替依頼書を添付する場合には記載しない。





法人の場合は名称


及び代表者の氏名








